
電子情報通信工学専攻                                  平成28年度 

科 目 名 
コミュニケーション英語Ⅱ 

担当教員 出渕 幹郎 
Communicative EnglishⅡ 

学  年 2年 学  期 後期 履修条件 必修 単位数 １ 
分  野 教養 授業形式 演習 科目番号 16271005 単位区別 学修 

学習目標 
英語習得には一定量以上のインプットが欠かせない。この授業では 200ページ以上の英語を短期間で読むこと、

視聴覚教材を大量に視聴することを通し、日本語を介さず英語を直解する力を身につけることを目標とする。 

英文Eメール作成など日常的、実践的英作文能力を身につけることを目標とする。 

進 め 方 学習項目(1)~(6) 中 (1) (5)を中心に授業を行い、適宜他の活動も行う。 

学習内

容 

学習項目（時間数） 学習到達目標 

 

以下の６項目のうち、２つ以上を含む授業を１セットとし，毎

時間行う。(28) 
 
 (1) Frozen  
    ナチュラルスピードのオーセンティックな音声英語を 

       理解する。 

    映画のスクリーンプレイを詳細に読解する。 

 

 (2) ポップミュージックのクローズワークと読解 

    英米豪のポップミュージックを聞き、聴き取れた音声を

       ワークシートに書き込む。 

 

   完成した歌詞を理解する。 

 (3) ESLリスニング 

   ESL のリスニング教材を用いて聴解タスクを行う。   

   

 (4) TOEIC リスニング 

   TOEIC Part 1〜Part 4 の演習を行う。 

 

 (5) Unbelievable! リーディング 

   ヤングアダルト向けの小説を速読形式で大量に読 

        み、授業で扱えない箇所は家庭学習の課題とする。 

 

 (6) TOEIC リーディング 

   TOEIC Part 5〜Part 7 の演習を行う。 

 

 

１.10分程度の長さのナチュラルスピードの」音声英語を日本

 語を解することなく理解できる。  
                            B1:1-3, B2:1-3 
 

２.15ページ程度の物語を 30 分程度で読み、日本語を解す

 ることなく理解できる。  
                            B1:1-3, B2:1-3 
 

３.30-50語程度の英文 E メールが作成できる。また自分に届

 いた E メールに適切な返事が作成できる。  
                            B1:1-3, B2:1-3 
 

４.サバイバルイングリッシュ程度の英語によるコミュニケー 

 ション能力を身につける。  
                            B1:1-3, B2:1-3 
 

５.センテンスレベルで自分の言いたいことを英語で発信でき

 る。  
                           B1:1-3, B2:1-3 

期末試験 

試験返却(2)  

評価方法 Frozen試験(30％)，定期試験(40％),TOEIC IP(30%) とする。年度中に１度は TOEIC IPを受験するものとする。 

履修要件 特になし 

関連科目 コミュニケーション英語１ 

教  材 Frozen Screenplay, Unbelievable1by Paul Jennings(puffin) ：すべてハンドアウトの形で準備する。 

備  考 オフィスアワーは月曜とするが、随時質問のための来室可 


